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新
年
の
ご
挨
拶

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
日
頃
よ
り
町
議

会
に
対
し
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
わ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

元
日
に
発
生
し
た
地
震
に
よ

り
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た

能
登
地
方
の
皆
様
に
は
心
よ
り

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
、

復
興
を
お
祈
り
し
ま
す
。

３
年
余
り
続
い
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
も
５

月
か
ら
緩
和
さ
れ
、
御
田
植
祭

り
、
夏
ま
つ
り
、
秋
祭
り
な
ど

各
種
催
し
が
以
前
の
よ
う
な
姿

を
取
り
戻
し
て
き
て
お
り
ま

す
。議

会
も
未
来
ト
ー
ク
な
ど
議

会
活
動
も
ほ
ぼ
通
常
に
戻
り
、

先
進
地
視
察
も
３
年
ぶ
り
に
行

い
ま
し
た
。
当
町
へ
の
研
修
に

来
ら
れ
る
自
治
体
も
多
く
、
遠

く
は
北
海
道
の
余
市
町
議
会
が

来
町
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
干
支
は
辰
で
す
。
新

し
い
こ
と
を
始
め
て
成
功
す

る
、
今
ま
で
準
備
し
て
き
た
こ

と
が
形
に
な
る
縁
起
の
良
い
年

と
な
る
と
い
う
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
町
政
は
財
政
健

全
化
を
図
り
つ
つ
、
新
庁
舎
建

設
を
含
め
た
未
来
の
ま
ち
づ
く

り
の
構
想
を
よ
り
具
体
的
に
描

い
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

町
民
が「
夢
と
希
望
を
持
っ
て
、

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
町
」
を
力
を
合
わ
せ
、
創
造

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。議

会
は
、
皆
様
の
貴
重
な
声

を
町
政
に
反
映
さ
せ
「
開
か
れ

た
議
会
、
活
力
あ
る
議
会
」
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

今
年
一
年
素
晴
ら
し
い
年
と

な
る
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

会
津
坂
下
町
議
会
議
長　

水
野
　
孝
一

町民・議会懇談会開催

聴く

11月17日、中央公民館にて、区長自治会長会の役員の方と懇談会を開催しました。
「議会の広報・広聴　～議会の動きが伝わっていますか～」と題し、広報広聴という切り

口からご意見を頂きました。

定例会後の議会だよりでの情報発信に加
え、「未来トーク」と題し意見をお聞きする
場を作ってきました。

しかし、議会の広報広聴としてはまだまだ
改善する点があると感じております。

コロナ禍も明け、皆さんと対面でお話しで
きる場が増えてきました。

今後さらに議会の動きがみなさんに伝わる
よう、率直なご意見をお聞きする事に力を入
れて参ります。

・５年前に議会で議決された内容はどの
ようなものだったのか？
・「町づくりを考える会」から出された請
願はどうなったのか。
・なぜ厚生病院跡地の案が出たのか。
・今の議員で決まらないのか
・街なかの空き家、空洞化はどうするの
か。また、どうとらえているのか。
・若手職員が入って検討しているという
が、どのようになっているのか。
・議員がゆるいのではないか。
・街なかの再生化は不可能ではないのか。
・早く庁舎建設の場所を決めてほしい。
　大災害が起きたら大変なことになる
・庁舎建設はむずかしい案件だと思う
・諏訪神社前の道路拡幅を進めてほしい。
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新
年
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。

１
日
に
は
能
登
半
島
地
震
が

発
生
。
甚
大
な
被
害
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
翌
２
日
に
は
航
空

機
事
故
。
２
０
１
１
年
の
震
災

を
思
い
起
こ
さ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。
被
災
者
へ
の
き
め
細

や
か
な
対
応
と
速
や
か
な
支
援

を
望
み
ま
す
。

災
害
は
何
時
訪
れ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。「
備
え
あ
れ
ば
憂

い
な
し
」
で
す
。

今
年
は
甲

き
の
え
辰た
つ
。
辰
（
龍
）
は

十
二
支
で
唯
一
架
空
の
生
き
物

で
も
あ
り
ま
す
。
努
力
し
て
き

た
こ
と
が
飛
躍
す
る
年
を
意
味

す
る
今
年
。
龍
の
よ
う
に
勢
い

よ
く
上
昇
す
る
一
年
と
な
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。
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みんなのひろば

導入に向け検討が進んでいる中学校の部
活動地域移行。変わりつつある中学校の部
活動について紹介しています。
今回は坂下中学校バスケ部顧問の永島先

生・角田先生にお話を伺いました。

坂下中学校バスケ部は、３年生が引退した現
在、男子 15 名、女子 11 名の総勢 26 名で活
動しています。
６月に開催された全会津中体連総合大会で
は、男子バスケ部において約 50年ぶりの優勝
を果たすことができました。事実上の決勝戦と
なった塩川中戦では、試合終盤に逆転され苦し
い状況になっても、選手・ベンチ一丸となって
戦い抜き、見事優勝を勝ち取ることができまし
た。みんなで力を合わせる、苦しくても諦めな
いといった部活動の醍醐味と興奮を選手一人ひ
とりが感じ取ることができた瞬間であったと思
います。
勝ち進んだ県中体連総合大会では、65年ぶ
りの３位入賞と坂下中に新たな歴史を刻んでく
れた選手たちに感謝です。
現在、１・２年生たちは、先輩たちの背中を追

いかけ「県大会出場」を目標に毎日の練習や練習
試合、各種大会に取り組んでいるところです。

「中学校部活動の地域移行」が取りざたされ
ている昨今、一町一校の坂下町では学校と地域
の部活動での連携がより重要であるといえま
す。
坂下町のスポーツを盛り上げていけるよう

「チーム坂下」の一翼として、坂下中学校バス
ケ部、頑張っていきたいと思います！

全会津中体連総合大
会

約50年ぶりの優勝
！

バスケットボール部顧問

（左）角
かく

田
た

　範
のり

文
ふみ

 先生

（右）永
なが

島
しま

　　忠
ただし

 先生

女子も
頑張って
ます！


